
不幸な芸術家 

 
虚脱ばかりが僕の周りをとり囲む 
既に仲間は唯の一人も居ない 
走るべき道は無く 
戦うべき相手はさらに無く 
ただ、眠れ・・・眠れ・・・ 

 
この幸福という空虚に堪えられず 
無駄と知りつつも幸福殿に突進し 
やはりこぶしは空を切って僕はけつまづく 
ただ、眠れ・・・眠れ・・・ 
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